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資 料

総Ｒ6.8.19

高山市環境基本計画の策定について

１．計画の位置づけ等

高山市環境基本計画は、豊かで快適な環境の保全及び創造に関する施策の総合的

かつ計画的な推進を図るため、高山市環境基本条例第７条に基づき策定している。

現計画期間（平成２７年度～令和６年度）の終了にあたり、国内外の環境を取り

巻く状況や、国・県の計画、市民意見等を踏まえ、計画策定を進める。

なお、市が策定する関連計画における環境に関する事項については、この計画を

基本とし、整合を図る。

２．計画の期間

令和７年度～令和１６年度（１０年間） ※５年を目途に見直しを行う。

３．現状と課題 別紙１

４．策定の主なポイント

・環境省から選定された脱炭素先行地域として、自然エネルギーによるゼロカー

ボンシティの実現に向けて取り組む。

高山市環境基本計画

（根拠：高山市環境基本条例）

第九次総合計画

関連する計画

地球温暖化対策地域推進計画

生物多様性ひだたかやま戦略

森林整備計画

ごみ処理基本計画 など

岐阜県環境基本計画

（根拠：岐阜県環境基本条例）

環境基本計画

（根拠：環境基本法）
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・森林など自然環境と人との関わりを重視し、良好な環境の創出による市民生活

の質、幸福度の向上等を図る。

５．計画の概要

⑴ 基本理念（環境基本条例第３条）

現計画と変更なし

⑵ 将来像

【第３次計画】

守りはぐくむ 豊かな自然とやさしい心
いのち

生命かがやく 飛騨高山

【第４次計画】

守りはぐくむ 豊かな自然とやさしい心 未来につながるまち 飛騨高山

＜変更理由＞

・高山市が持続可能な都市として継承されていくため、地域の人々が先人か

ら受け継がれた美しい自然資源や、それを守る人々の心根などの有形無形

の財産を守り、育て、未来につながるまちを目指す。

⑶ 計画の視点

【第３次計画】

「共生」・・自然と共生できる地域づくり

「循環」・・環境負荷の少ない循環型地域づくり

「参加」・・環境保全に協働する地域づくり

１．豊かで快適な環境の保全及び創造は、環境を健全で恵み豊かなも
のとして維持することが人間の健康で文化的な生活に欠くことので
きないものであることを考慮して、現在及び将来の世代の市民が健
全で恵み豊かな環境の恵沢を享受するとともに、これが将来にわた
って継承されるよう積極的に推進する。

２．豊かで快適な環境の保全及び創造は、すべての者が環境への負荷
をできる限り低減する行動を行うことにより、積極的に推進する。

３．地球環境の保全は、人類共通の課題であるとともに市民の健康で
文化的な生活を将来にわたって確保する上での課題であることを考
慮して、すべての事業活動及び日常生活において積極的に推進する。
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【第４次計画】

「共生」・・自然と共生する仕組みづくり

「循環」・・環境負荷の少ない循環型社会づくり

「参加」・・環境保全活動に取り組む人づくり

＜変更理由＞

・地域の枠を超えた仕組みづくりや社会づくり、環境に配慮した行動ができ

る人づくりを明確に表す。

⑷ 基本目標・基本施策と主な取り組み 別紙２

６．スケジュール

令和６年１１月 環境審議会

１２月 議会総務環境委員会

令和７年 １月 パブリックコメント

２月 環境審議会

３月 策定、公表



現状と課題

キーワード

主な社会動向、市を取り巻く状況等

次期環境基本計画に向けての整理

社会動向等から見えてきた課題

別紙１

○国際社会

■パリ協定の合意（平成 27 年 12 月）

■ＩＰＣＣ第六次評価報告書（令和 4 年 3月）

■国連生物多様性条約第 15 回締約国会議（ＣＯＰ15）（令和 4年 12 月）

■Ｇ７広島首脳コミュニケ（令和 5 年 5月）

○県

■「脱炭素社会ぎふ」表明（令和 2年 12 月）

■岐阜県地球温暖化防止及び気候変動適応基本条例改正（令和 3 年 3 月）

■第六次岐阜県環境基本計画策定（令和 3年 3 月）

■岐阜県地球温暖化防止・気候変動適応計画改訂（令和 5年 3 月）

○国

■2050 年カーボンニュートラル宣言（令和 2年 10 月）

■温室効果ガス 46％削減目標の表明（令和 3年 4 月）

■プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律制定（令和 4 年 4月）

■生物多様性国家戦略 2023-2030 策定（令和 5年 3 月）

■第六次環境基本計画策定（令和 6年 5月）

○市
■取り巻く状況

・第二次高山市地球温暖化対策地域推進計画策定（令和 4年 3月）

・第四次高山市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）策定（令和 5年 8月）

・脱炭素先行地域選定、ゼロカーボンシティ宣言（令和 5年 11 月）

・松本高山 Big Bridge 構想の推進（令和 3年 4月～）

・エコツーリズムの推進（令和 6年度全体構想認定予定）

・新ごみ処理施設の整備。余熱を活用した電力の供給、水素の活用の検討

（～令和 8年 2月）

・森林環境譲与税の交付（平成 31 年～、令和 6年より満額交付）

・産業廃棄物処理施設の設置に係る動き（令和元年 10 月～）

■環境審議会

・自然エネルギーによる地産地消は重要

・森づくりを通じたＳＤＧｓなどの理解の促進が必要

・環境の取り組みの情報発信を強化すべき

■団体意見

・自然災害の防止に向けた森林の保全が必要

・自然エネルギーを無駄なく発電できる体制づくりの検討

・計画的な自然景観の保全が必要

■アンケート

・地球環境を守る取組みを積極的にすすめてほしい

・将来のために資源のリサイクルが重要

・自然とふれあう中で郷土への想いを育て、健全な心と体を育成してほしい

・水や空気がきれいで自然が豊かであることが誇り

・歴史ある伝統文化を守ってほしい

・自然の役割や大切さを学ぶ機会が必要

・環境を保全するため、生活の中でできる限りの取組みを推進すべき

１．脱炭素の推進
・自然エネルギーの利活用等による地球温暖化の緩和
・気候変動の影響への適応

２．循環型社会の推進
・ごみの資源化の推進、ごみ焼却余熱の利活用
・ごみ処理施設の整備と周辺環境対策

３．自然との共生
・自然資源の活用による地域活性化
・自然とのふれあいによる郷土愛の醸成、環境保全の

意識の高揚
・生物の生存を支えあう生物多様性の保全

４．生活環境の確保
・環境汚染の防止
・高山の美しい生活環境・景観の保全
・文化財、伝統文化の保存と継承

５．環境保全の取り組み
・自然環境に関する学習機会の充実
・環境に配慮した行動の推進、情報発信

５．未来につなぐ人づくり

①環境教育・環境学習の推進

②環境に配慮したライフスタイ

ルの推進

１．脱炭素社会の実現

①温暖化対策の推進

②気候変動への適応

２．循環型社会の形成

①資源循環の推進

②ごみの適正処理

４．良好な生活環境の確保

①公害の防止

②生活環境・景観の保全

③文化財等の保存・継承

３．自然との共生

①自然環境の保全と活用

②自然とのふれあいの創出

③生物多様性の保全

４



基本目標・基本施策と主な取り組み

基本目標・基本施策 基本目標・基本施策 主な取り組み

 基本目標１．自然との共生  基本目標１．脱炭素社会の実現

1) 脱炭素地域づくりの推進

① 自然環境の保全と活用 ① 温暖化対策の推進 2) 自然エネルギーの導入と利用の促進

3) 省エネルギー活動の促進

② 自然とふれあう空間の創出 ② 気候変動への適応 1) 気候変動への適応

③ 生物多様性の保全

 基本目標２．地球環境の保全  基本目標２．循環型社会の形成

1) ごみの減量・資源化の推進
① 自然エネルギーを活かしたまちづくり ① 資源循環の推進

2) ごみ処理施設を活用したエネルギー循環

1) ごみの適正処理の推進
② 低炭素社会の形成 ② ごみの適正処理

2) ごみ処理施設と周辺環境対策

③ 気候変動影響リスクの低減

 基本目標３．快適な生活環境の確保  基本目標３．自然との共生

1) 自然環境の保全

① 公害対策の強化 ① 自然環境の保全と活用 2) 地域特有の自然資源の保護

3) 希少動植物の保護

4) 自然公園等の保全と利用の促進

② 循環型社会の構築 ② 自然とのふれあいの創出 1) 緑化の推進と緑化意識の高揚

2) 自然とふれあう場の整備

3) 自然とふれあう機会の創出

1) 土地本来の生態系の保全
③ ごみの適正処理 ③ 生物多様性の保全

2) 里地里山利用の推進

 基本目標４．豊かな社会環境の整備  基本目標４．良好な生活環境の確保

① 文化財等の保存・継承 ① 公害の防止 1) 公害の未然防止

1) 地域特性に応じた景観の保全・創出

② 個性ある景観の保全、創出 ② 生活環境・景観の保全 2) 地域特性や長期的視点での土地利用

3) 公共交通の利便性の向上

③ 住みよい都市基盤の整備 ③ 文化財等の保存・継承 1) 歴史遺産・伝統文化の保存・継承

 基本目標５．環境にやさしい人づくり  基本目標５．未来につなぐ人づくり

① 情報の共有 ① 環境教育・環境学習の推進 1) 環境教育・環境学習の充実

② 学習・教育の推進 ② 環境に配慮したライフスタイルの推進 1) 環境に配慮した活動の推進

③ 意識の醸成

第３次計画　　

別紙２

第４次計画

気候変動の影響による被害を回避・軽減（適応）

する

温室効果ガスの排出を削減し、気候変動を抑制

（緩和）する

５


